
2025年度以降入学者対象 

経済経営学科  

《学科の理念・目的》 

経済経営学科は、経済学、経営学、地域デザインを横断的に学ぶことを通して、理論と実践の双方

から多様な視点と論理的思考を育み、企業、行政、地域等において社会課題に対する戦略的な解決

策を自ら提案し担っていくことができる人物の育成を目的とする。  

（東京女子大学学則 第４条第４項） 

 

最適な答えが時代や制度の変化によって最適ではなくなるのが現代社会の特徴で、皆さんはこれか

ら特に変化の激しい時代に学び、キャリアをデザインしていくことになります。そうした複雑化する

現代の社会課題に対しては、従来の専門分野のみに特化した方法では限界があります。経済経営学科

は、こうした課題に対応するべく、経済学、経営学、地域デザインの 3 つの分野を統合した学際的か

つ体系的な教育を行っています。 

経済経営学科の学びの特徴は、大きく 2 つ挙げられます。1 つは、経済学と経営学の専門分野に加

えて、公共政策、観光、まちづくり、環境問題といった地域デザイン分野も対象とする学びの深さと

広さです。また、グローバルとローカルの双方の視点を持ち、複雑な社会課題にアプローチします。

複合的な視点とバランスの良い思考によって、問題の本質を解明し、社会の変化に柔軟に対応できる

力を育みます。 

もう 1 つは、これら 3 分野の理論や概念を学ぶだけでなく、産学官連携型のアクティブラーニング

を通じて実践的な学びも積極的に行う点です。教室で学んだ理論や概念を実践に活かすことで深い理

解を得ると同時に、現代の企業や産業、行政機関、地域社会が抱える具体的な課題に対して論理的思

考に基づいて分析し、創造的な解決策を提案できるようになることを目指します。 

これらの学びで得られた能力やスキルをもとに、将来的にリーダーシップを発揮して持続可能な社

会の形成に貢献することを期待しています。 

 

《カリキュラムの特色》 

経済経営学科のカリキュラムは、分野を横断的に学ぶことを可能にしており、学生は専門分野に偏

らない知の基盤を築くことができます。1年次必修の「入門」、及び主に 2年次・3年次で受講する「基

盤講義」では、経済学分野、経営学分野、地域デザイン分野それぞれの主要分野の基礎を学びます。

さらに、各分野の専門的かつ応用的な知識を学ぶための「発展講義」が 2年次以上向けに設置されて

いますが、学科内の分野や所属するコースに関係なく、様々な分野の科目を自由に組み合わせながら

履修することが可能です。例えば、環境問題に対しては、環境経済学、環境経営学、環境保全学のそ

れぞれの視点から検討したり、国内の地域活性化の問題に対してはその背景にある国際的な経済問題

も関連させて考えたりと、多面的な視角をもって現代社会の問題の本質に迫っていけるようにカリキ

ュラムが設計されています。 

また、経済経営学科では特に理論と実践の往復を重視しています。2年次必修の拠点実習科目では、

企業、行政機関、地域社会などと連携しながら学びを深めるアクティブラーニング教育によって、皆

さんが実社会での課題に積極的に取り組む機会を提供すると同時に、実務や産学官連携の経験をもつ
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教員が、学生 1人 1人の学びをサポートします。 

以上の「入門」、「基盤講義」、及び「発展講義」の科目の履修で習得した知識と、少人数制で実施さ

れる 1年次・2年次必修の「基盤演習」、及び 3年次・4年次必修の「発展演習」で培った研究・調査

の方法を総動員して、4 年次の最後には卒業論文を執筆します。各自が興味のあるテーマを選択し、

分析を行い、定期的な報告と議論を繰り返しながら、大学での学びの集大成ともいえる卒業研究を完

成させます。 

 

《履修法の助言》 

■学科の科目について 

以下の「経済経営学科の科目概要（各学年の目標と主な科目）」の表を参照しながら、各学年の学習

がどのように位置付けられているかを確認してください。 

１年次では、まず、「経済経営地域デザイン概論」で、経済学、経営学、地域デザインの各分野にお

ける様々な専門科目に触れることで学問的関心を高めるとともに、この 3分野を学際的かつ体系的に

学ぶことの意義を理解します。その他の《入門》科目では、基礎的な知識を習得することによって、

経済経営学科で学ぶ基盤作りを行います。また、「基礎演習Ⅰ・Ⅱ」では、今後の学習や研究・調査に

必要となる、データの収集や分析方法、文献や資料の収集や調査手法、プレゼンテーションやディス

カッションの技法といったアカデミックスキルを身につけます。 

2年次では、「2年次拠点実習Ⅰ・Ⅱ」で、産学官連携によるアクティブラーニングによる実践的な

課題解決型学習を行い、課題設定、実習・調査計画作成、計画の実践、成果のまとめ・発表の一連の

スキルを身につけます。また、2年次以降は、《基盤講義》、及び《発展講義》の各科目を履修し、経済

学、経営学、地域デザインの各分野の専門領域について理解を深め、より高度な知識を習得します。

卒業までに、《基盤講義》からは 6科目 12単位、《発展講義》からは 4科目 8単位の修得が必要です。

なお、法律分野を含む《発展講義》は隔年開講の科目もあるので、開講予定を確認しながら履修計画

を立てることを勧めます（教育課程の備考欄を参照）。 

3年次からは、経済学、経営学、地域デザインの各分野の教員の「3年次演習Ⅰ・Ⅱ」を選択するこ

とで、経済学、経営学、地域デザインの各コースの所属が決まります。各コースの所属が決まった後

も、他コースの科目を自由に履修するなど、柔軟な学びが可能です。「3年次演習Ⅰ・Ⅱ」では、習得

した理論や概念及び方法論を経済学、経営学、地域デザインの各分野に応用しながら、卒業研究に向

けて経済や社会の諸問題を分析する能力を高めます。 

4年次では、これまでに身につけた知識と研究・調査の方法を総動員して卒業論文を完成させます。

原則として、「3年次演習Ⅰ・Ⅱ」と同じ教員が担当する「4年次演習Ⅰ・Ⅱ」で綿密な指導を受けな

がら、自らが研究対象とする特定分野の専門性を深めつつ、各自の問題に対応する学問分野の枠組み

に従って研究を進めていきます。卒業論文は、大学での学びの集大成です。自身で課題を設定し、問

いを立て、問題を分析し、結果の妥当性を検討する。さらに、関連する文献を丹念に調査しながら自

身の研究を理論的に位置付ける。こうした卒業研究のプロセスを経ることで、学問的にも人間的にも

大きく成長することが期待されます。 

 

■全学共通カリキュラムとの関連について 

知のかけはし科目：リベラルアーツ教育の理念に基づき、学生が学際的な視点を養い、学問分野を横
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断して知識を統合することを目的としたカリキュラムで、経済経営学科の科目を学ぶ際の知的基盤と

もなる科目です。 

第一外国語科目（英語）：自分の専門性を深めるためにも英語の能力を高めることは不可欠です。積極

的に学習するように勧めます。 

第二外国語科目：特に言語を指示しませんが、国際社会や経済における事象の理解を深めるため、学

習するように勧めます。 

AIデータサイエンス科目：どの進路に進むにせよ、高度に発展する情報化社会において、情報リテラ

シーに始まり、基本的なデータ処理、分析スキルを身につけることは必須です。 

 

《その他》 

履修の方法の詳細や資格取得等については、年度初めのガイダンスでの説明と配付資料を参照して

ください。 

 

経済経営学科の科目概要（各学年の目標と主な科目） 

各学年の目標 
主な科目 

（◎必修科目 ○選択必修科目 △選択科目） 

１

年 

次 

経済、経営、地域デザイン分野の専門科目の基礎的な知

識を得るともに、この 3 分野を複合的に学ぶことの意義を

理解する。 

◎ 経済経営地域デザイン概論 

基本的なミクロ経済学の知識を身に付け、現実の市場経

済についての理解を深めることができるようになる。 
◎ ミクロ経済学入門 

マクロ経済学の基礎的な概念と理論を学ぶ。財政、金融、

民間投資、雇用等の観点から日本経済が直面する課題と

それらに対する政策を理解することを目指す。 

◎ マクロ経済学入門 

企業経営の全体像をつかみ、戦略論と組織論を中心に経

営学の主要分野の基礎知識や基礎理論を理解する。 
◎ 経営学入門 

マーケティングの基礎的な概念を習得し、実在する商品

のマーケティング・プランを分析し、評価できるようになる。 
◎ マーケティング入門 

公共政策における多様なステークホルダーの役割を理解

し、政策の策定プロセスにおける具体的な方法論や実践

ツールを習得し、その運用を考察できるようになる。 

◎ 公共政策論 

コミュニティの特性を理解し、まちづくりの理論と実践を結

びつける形で、人口減少時代におけるコミュニティ参加型

まちづくりの事例を検討できるようになる。 

◎ まちづくりとコミュニティ 

現在の地球が直面している環境問題の多様性、複雑性を

グローバルな視点で理解し、それらがローカルな課題とど

のように関連しているのか説明できるようになる。 

◎ サステナビリティとグローバル共生 

アカデミックスキルの基礎を全般的に理解する。また、習

得したアカデミックスキルを、他の授業や演習での課題で

実践できるようになる。 

◎ 基礎演習Ⅰ・Ⅱ 
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２

年

次 

課題解決型学習を自ら主体的に行うことで、課題設定、実

習・調査計画作成、計画の実践、成果のまとめ・発表とい

う一連のスキルを身につける。 

◎ 2年次拠点実習Ⅰ・Ⅱ 

【２・３・４年次共通】 

各分野の研究領域について理解を深め、より高度な知識

を獲得する。 

○ 基盤講義、及び発展講義の各科目 

３

年

次 

１・２年次の演習や講義科目で習得した理論や概念及び

方法論を経済学、経営学、地域デザインの各分野に応用

し、経済や社会の諸問題を分析できるようになる。 

◎ ３年次演習Ⅰ・Ⅱ 

４

年

次 

各分野の知識を深化させ、各自の研究テーマでより専門

的な学習を行う。また、発表や討論を重ねながら、先行研

究のリサーチ、資料・文献やデータの収集と整理、問題の

提起、仮説の構築、調査や分析による仮説の検証、論理

的かつ客観的な学術論文の執筆という、卒業論文の作成

に向けた一連の研究活動を主体的に行う能力を養う。 

◎ ４年次演習Ⅰ・Ⅱ 

◎ 卒業論文  


